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情
報
化
社
会
に
対
応

　
本
学
が
掲
げ
る
「
社
会
知

性（Socio-Intelligence

）

の
開
発
」
の
一
翼
を
担
う
も

の
で
あ
り
、
情
報
社
会
を
生

き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
、
社

会
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
手

段
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
Ｓ
ｉ
Ｄ
Ｓ
は
基
礎
的
な
知

識
を
幅
広
く
学
ぶ
「
基
礎
リ

テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
」
と
、
更

に
深
く
広
く
学
ぶ
「
応
用
発

展
レ
ベ
ル
（
応
用
基
礎
レ
ベ

ル
を
含
む
）」
の
二
つ
で
構

成
さ
れ
る
。

　「
基
礎
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
」
の
開
講
科
目
は
１
年
次

か
ら
履
修
で
き
、
基
礎
的
な

情
報
処
理
、デ
ー
タ
分
析
、情

報
倫
理
を
学
ぶ
。
初
年
度
の

22
年
度
は
全
学
部
学
科
で
約

３
０
０
０
人
が
履
修
し
た
。

新
た
な
知
を
創
出

　
今
年
度
、
全
学
部
で
ス
タ

ー
ト
し
た
「
応
用
基
礎
レ
ベ

ル
」
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
専
門
科
目
「
特

殊
講
義
（
人
工
知

能
入
門
）」「
特
殊

演
習
（
デ
ー
タ
・

Ａ
Ｉ
活
用
）」
を

全
学
公
開
科
目
と

し
て
開
講
し
て
い

る
ほ
か
、
各
学
部

学
科
で
定
め
ら
れ

た
専
門
科
目
等
も

用
意
し
て
い
る
。

専
門
科
目
と
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
の
知

見
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

社
会
課
題
を
解
決
す
る
力
が

高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
両
レ
ベ
ル
と
も
、
定
め
ら

れ
た
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

で
修
了
が
認
め
ら
れ
、
社
会

か
ら
求
め
ら
れ
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
知
識
を

有
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る

た
め
、
就
職
活
動
な
ど
で
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
。
更
に
深
く

学
び
た
い
場
合
に
は
「
Ｓ
ｉ

Ｄ
Ｓ
関
連
科
目
」
も
多
数
設

定
し
て
お
り
、
文
系
の
学
問

と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
融

合
か
ら
新
し
い
知
の
創
出
を

目
指
す
。

　
Ｓ
ｉ
Ｄ
Ｓ
は
文
部
科
学
省

の
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
認
定
制
度
」
に
対
応
し
、

今
年
５
月
、「
基
礎
リ
テ
ラ
シ

ー
レ
ベ
ル
（
全
学
部
）」
と

「
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
）」
に

つ
い
て
、
申
請
し
た
。

経
営
・
浅
沼
ゼ
ミ
「
石
商
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
協
力
…
…
…
…
…
❼

石
巻
専
修
大
学
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◆入学センターインフォメーション
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地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ぶ
商

学
部
・
渡
辺
達
朗
ゼ
ミ
の
３

年
次
生
16
人
が
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
企
画
。
５
月
20

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号

館
１
階
中
庭
で
開
催
し
た
。

　
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
｜

Ｋ
ａ
ｆ

ｆ
ｅ
ｅ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
企
画
で
、「
専
修
大
学
と

神
田
神
保
町
を
つ
な
ぐ
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に「SenshuDGs

×

FleaMarket

」と
銘
打
っ
た
。

当
日
は
企
業
や
店
舗
、
住
民

な
ど
が
約
50
ブ
ー
ス
を
出

店
。
多
く
の
人
が
会
場
を
訪

れ
、
買
い
物
や
学
生
と
の
交

流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
ゼ
ミ
長
の
古
川
京
人
さ
ん

は
「
活
動
を
通
し
て
、
学
ん

で
き
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
分
ご

と
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

　データサイエンス教育と同時に、本学では最新のデジタル環境を

学生生活に活用する環境づくりを進めている。今年度から、教育・

研究用コンピューターシステムを、従来の端末室における実習を中

心としたものから、クラウド環境を利用するものに転換した。

　個人所有のパソコンを授業などで活用するＢＹＯＤ（Bring 

Your Own Device）と、仮想デスクトップ基盤（ＶＤＩ：Virtual 

Desktop Infrastructure）を導入。学内の端末室に限定されること

なく、いつでも、どこでも学ぶことができる。ＶＤＩにより、教員

と学生に同じデスクトップ環境が提供されることになり、これまで

の端末室で共通のパソコンを利用していた時と同様の学修効果が得

られる。

　ＢＹＯＤパソコンは演習や授業での活用のほか、オンデマンド・

オンライン授業の受講、レポートやプレゼンテーションの作成、課

外活動などさまざまな場面で利用が可能である。

　
学
問
領
域
の
み
な
ら
ず
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
、
Ａ
Ｉ
と
無
縁
な
分
野
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
な
か
、
本
学
が
実
施
し
て
い
る

Ｓ
ｉ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
専
門
知
識
と
組
み
合

わ
せ
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を
つ
け
ま
す
。
す

べ
て
の
学
生
を
対
象
と
し
て
お
り
、
専
修
大
学

で
の
学
び
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
は
知
識
と
技
術
が
身
に
つ
い

て
い
け
ば
、
先
生
方
か
ら
提
示
さ
れ
た
応
用
の

ほ
か
に
、
自
分
自
身
で
「
こ
れ
は
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
を
使
え
ば
も
っ
と
面
白
い
こ
と

が
分
か
り
そ
う
だ
」
と
気
づ
く
瞬
間
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
知
的
な
興
奮
を
味
わ
え

る
よ
う
、能
動
的
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
は
流
れ
が
速
い

た
め
、「
習
っ
て
終
わ
り
」
で
は
な
く
、
む
し

ろ
こ
こ
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
知
識
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
成
熟
し

た
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
は
、
専
門
家
で
は

な
く
と
も
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
主
体
的
に
、
自
由
に

発
言
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
素
地
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
、
Ｓ
ｉ

Ｄ
Ｓ
で
培
っ
て
い
け
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は「
理
系

の
も
の
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
話
題
に
上

る
こ
と
の
多
い
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
む
し
ろ「
文
系
」

の
シ
ー
ン
で
こ
そ
利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
楽

し
み
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
、
自
分
な
ら
で

は
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
法
を

探
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

次
々
と
現
れ
る
新
技
術
を
見
極
め
、
取
捨
選
択

す
る
眼
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
長

企画・運営を担当した渡辺ゼミ生

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
と
も
に

地域
社
会
貢
献
活
動

ネットワーク情報学部の応用基礎レベル科目「基礎演習Ｓ」では、

グループワークでデータ分析力などを身につける

楽
し
み
な
が
ら
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
付
き
合
お
う

Ｓｉデータサイエンス教育プログラム

進化する学修環境
 ＢＹＯＤとＶＤＩ導入

「応用基礎レベル」
 全学でスタート

　本学では、デジタル社会で求められる「数理・データサイエンス・ＡＩ教

育」に関して、大学全体として推進するため、2022年度から新たな教育プロ
グラム「Ｓｉデータサイエンス教育プログラム＝Socio intelligence Data 

Science program (ＳｉＤＳ）」を開始した。全学部全学科で「基礎リテラシ

ーレベル」を、ネットワーク情報学部で「応用基礎レベル」を開講したのに

続き、今年度は全学部全学科で「応用基礎レベル」が始まった。

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
運
営
委
員
会
委
員
長

髙
橋

裕

商
学
部
教
授

応用発展レベル

応用基礎レベル
ネットワーク情報学部ネットワーク学科
2019年度以降入学者
2023年度以降 全学部展開（申請予定）

数理・データサイエンス・
AI教育プログラム（応用基礎レベル）
認定制度申請【 【

基礎リテラシーレベル
全学部全学科2022年度以降入学者

数理・データサイエンス・
AI教育プログラム（リテラシーレベル）
認定制度申請【 【

SiDS関連科目

応用基礎レベル
ネットワーク情報学部ネットワーク学科
2019年度以降入学者
2023年度以降 全学部展開（申請予定）

数理・データサイエンス・
AI教育プログラム（応用基礎レベル）
認定制度申請【 【

基礎リテラシーレベル
全学部全学科2022年度以降入学者

数理・データサイエンス・
AI教育プログラム（リテラシーレベル）
認定制度申請【 【

SiDS関連科目

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
交
流
テ
ー
マ
に
フ
リ
マ
開
催

商・渡辺ゼミとSENDAI-Kaffeeがコラボ

育
友
会
定
期
総
会
　
新
会
長
に
小
海
さ
ん
を
選
出
…
…
…
❷

【
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｉ
専
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
】

　
　
　
　
ブ
ー
タ
ン
で
Ｇ
Ｋ
コ
ー
チ
　
田
巻
さ
ん
…
…
…
❸

学
校
法
人
専
修
大
学

事
業
報
告
概
要
・
決
算
概
要
…
…
❹
❺

学
食
命
名「
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
」と「
赤
れ
ん
が
食
堂
」

 
…
…
…
❻

▲ 赤れんが食堂


